
【
序
お
よ
び
凡
例
】

本
稿
は
、
赤
川
次
郎
の
小
説
『
ふ
た
り
』
（
新
潮
社
、

一
九
八
九･

一
）
を
原
作
と
し
て
制
作
さ
れ
た
大
林
宣
彦
監

督
に
よ
る
映
画
『
ふ
た
り
』
（
松
竹
、
一
九
九
一･

五
公
開
）

の
採
録
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
大
林
が
手
が
け
た
映
画
で
は
、

原
作
と
な
る
小
説
が
存
在
す
る
場
合
、
両
者
は
か
な
り
の
違

い
を
呈
す
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
本
作
で
も
そ
の

事
情
に
変
わ
り
は
な
い
。
赤
川
小
説
の
主
軸
は
姉
を
事
故
で

失
っ
た
妹
「
実
加
」
の
成
長
物
語
で
あ
り
、
姉
「
千
津
子
」
は
、

実
加
の
心
の
中
に
あ
っ
て
至
ら
な
い
妹
を
励
ま
し
そ
の
成
長

を
促
す
声
と
し
て
の
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
林
に
よ
れ

ば
「
原
作
通
り
の
『
ス
ト
ー
リ
ー
』
展
開
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
」

（
１
）。

そ
こ
で
大
林
映
画
は
、
小
説
に
け
る
ヒ
ロ
イ

ン
実
加
の
な
か
の
声
（
千
津
子
）
を
実
体
化
し
、
「
『
実
加
』

の
『
生
』
の
物
語
と
、
『
お
姉
ち
ゃ
ん
』
の
『
死
』
の
物
語

と
が
、
激
し
く
『
交
錯
』
す
る
」
（
２
）

ス
ト
ー
リ
ー
を
創
り
だ
す

と
い
う
「
映
画
的
工
夫
」

（
３
）

に
よ
っ
て
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ

た
と
い
う
。
大
林
の
『
ふ
た
り
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ナ
リ
オ

（
桂
千
穂
）
は
、『
シ
ナ
リ
オ
』
（
シ
ナ
リ
オ
作
家
協
会
監
修,

一
九
九
一
年
六
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
大
林
映
画

で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ナ
リ
オ
と
の
あ
い
だ
に
細
部
も
含
め
、

多
く
の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
本
研
究

会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
林
映
画
の
研
究
の
発
展･

深
化
の

た
め
に
は
、
原
作
小
説
と
大
林
映
画
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ナ
リ

オ
の
み
で
は
研
究
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
じ
ゅ
う
ぶ

ん
で
は
な
い
と
考
え
た
。
映
画
か
ら
の
採
録
シ
ナ
リ
オ
の
作

成
に
着
手
し
た
所
以
で
あ
る
。
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大
林
宣
彦
監
督
作
品
『ふ
た
り
』 
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シ
ナ
リ
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（
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尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
科
柴
研
究
室
内　

大
林
宣
彦
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研
究
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（
柴
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・
野
口
智
世

・
福
圓
岬

・
今
吉
勇
貴

・
國
本
芙
花
）



以
下
に
、
簡
潔
に
本
採
録
シ
ナ
リ
オ
の
凡
例
を
記
す
。

①
各
シ
ー
ン
の
場
面
表
記
、
登
場
人
物
表
記
、
台
詞
、
ト
書

き
の
全
て
に
わ
た
り
、
桂
千
穂
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ナ
リ
オ

を
参
照
し
て
い
る
が
、
映
画
と
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
も
多

数
箇
所
存
在
す
る
の
で
、
そ
の
場
合
、
適
宜
映
画
に
準
じ

て
修
正
・
改
変
を
施
し
て
い
る
。
台
詞
の
採
録
に
あ
た
っ

て
は
、
俳
優
の
発
音
、
録
音
状
況
に
よ
っ
て
は
純
粋
に
音

声
の
聴
取
が
困
難
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
文
脈
や
俳
優
の

口
の
開
き
方
な
ど
の
要
素
を
勘
案
し
適
切
と
判
断
さ
れ
る

表
記
を
お
こ
な
う
よ
う
留
意
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ナ
リ

オ
に
は
な
い
が
ト
書
き
部
分
に
は
、
実
際
の
映
像
を
彷
彿

と
さ
せ
る
補
足
情
報
と
し
て
適
宜
シ
ョ
ッ
ト
ス
ケ
ー
ル
を

書
き
加
え
た
。
た
だ
し
、
煩
瑣
に
な
り
す
ぎ
シ
ナ
リ
オ
通

読
の
妨
げ
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は

余
り
言
及
し
な
い
方
針
を
取
っ
た
。

②
各
シ
ー
ン
冒
頭
の
場
面
を
記
し
て
い
る
行
末
に
は
、
目
安

と
し
て
映
画
開
始
時
か
ら
の
経
過
時
間
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
シ
ー
ン
内
の
縦
罫
線
は
カ
ッ
ト
割
り
を
示
す
。

こ
れ
に
よ
り
大
林
映
画
の
複
雑
な
編
集
行
程
の
一
端
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
カ
ッ
ト

割
り
の
確
認
作
業
は
目
視
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
以
上
の
精
度
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
く
ま

で
参
考
に
供
す
る
も
の
で
し
か
な
い
。

本
稿
は
、
日
本
文
学
科
に
在
籍
す
る
学
生
を
中
心
と
す
る

大
林
宣
彦
研
究
会
（
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
科
柴
研
究
室

内
）
に
お
け
る
取
り
組
み
の
経
過
報
告
と
し
て
お
こ
な
っ
た
、

二
〇
一
五
年
度
尾
道
市
立
大
学
日
本
文
学
会
大
会
（
一
二
月

五
日
）
に
お
け
る
研
究
報
告
「
ふ
た
つ
の
『
ふ
た
り
』―

赤

川
次
郎
小
説
と
大
林
宣
彦
映
画
の
関
係
を
め
ぐ
る
基
礎
研

究―

」
に
お
い
て
参
照
し
た
デ
ー
タ
を
基
と
し
、
こ
れ
に
改

訂
を
加
え
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
稿
は
本
誌
の
紙

幅
上
、
こ
れ
を
次
号
以
下
に
分
割
し
て
掲
載
す
る
こ
と
と
す

る
。

注（
１
）
〜
（
３
）

い
ず
れ
も
大
林
宣
彦
『
４
／
９
秒
の
言
葉　

４
／
９

秒
の
暗
闇
＋
５
／
９
秒
の
映
像=

映
画
』
（
創
拓
社
、

一
九
九
六･

六
）
一
七
七
頁

《
使
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
ふ
た
り　

デ
ラ
ッ
ク
ス
版
』
（
パ
イ

オ
ニ
ア
Ｌ
Ｄ
Ｃ
、
二
〇
〇
二
）
》
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坂
道
﹇0

h
2
m
1
9
s

﹈
（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
シ
ー
ケ
ン
ス
か
ら
続
く
）

（
坂
の
上
か
ら
二
人
の
少
女
〈
千
津
子
、
実
加
〉

が
駆
け
下
り
て
く
る
。
画
像
は
グ
レ
ー
。
）

（
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
千
津
子
が
実
加
の
手

を
引
い
て
い
る
。
）

（
坂
の
下
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
と
帽
子
の
老
婦
人
が

歩
い
て
上
っ
て
い
く
。
）

老
婦
人　
　

あ
ら
、
千
津
子
ち
ゃ
ん
。
こ
れ
か
ら
学
校
？

（
笑
顔
で
元
気
よ
く
答
え
る
千
津
子
。
）

千
津
子　
　

は
い
！（

に
こ
に
こ
す
る
老
婦
人
。
）

老
婦
人　
　

そ
う
。
い
い
わ
ね
え
、
千
津
子
ち
ゃ
ん
は
。

（
笑
顔
の
ま
ま
老
婦
人
の
話
を
聞
く
千
津
子
。
）

老
婦
人　
　

明
る
く
て
元
気
で
。

（
老
婦
人
の
ア
ッ
プ
。
）

老
婦
人　
　

で
も
も
う
遅
刻
じ
ゃ
な
い
こ
と
？

（
千
津
子
の
ア
ッ
プ
。
）

千
津
子　
　

実
加
が
、
ま
た
忘
れ
物
し
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

（
千
津
子
は
一
度
実
加
の
ほ
う
を
見
て
、
ま
た
老

婦
人
に
目
を
戻
す
。
）

（
頷
く
老
婦
人
。
）

老
婦
人　
　

そ
う
。

（
老
婦
人
は
実
加
に
視
線
を
向
け
る
。
）

（
ぶ
す
っ
と
し
た
表
情
の
実
加
。
）

（
老
婦
人
、
実
加
の
方
へ
語
り
か
け
る
。
）

老
婦
人　
　

実
加
ち
ゃ
ん
ね
。
千
津
子
ち
ゃ
ん
の
妹
さ
ん
。

（
ぶ
す
っ
と
し
た
表
情
の
ま
ま
の
実
加
。
）

（
老
婦
人
の
ア
ッ
プ
。
）

老
婦
人　
　

い
い
わ
ね
ぇ
、
い
つ
も
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
で
。

（
実
加
は
返
事
を
し
な
い
。
）

（
実
加
の
反
応
を
待
つ
老
婦
人
。
）

（
並
ん
で
立
つ
千
津
子
と
実
加
。
）

千
津
子　
　

じ
ゃ
あ
、
行
っ
て
き
ま
す
！

（
老
婦
人
、
千
津
子
の
方
に
顔
を
向
け
直
す
。
）

老
婦
人　
　

は
い
、
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。

（
千
津
子
は
老
婦
人
に
礼
を
す
る
。
千
津
子
と
実

加
は
坂
を
駆
け
下
り
て
い
く
。
）

（
婦
人
は
二
人
を
見
送
っ
て
、
ま
た
ゆ
っ
く
り
と

坂
を
上
り
始
め
る
。
彩
度
変
化
。
背
景
の
家
の
庭

木
の
み
部
分
的
に
カ
ラ
ー
画
像
と
な
る
。
）

（
ア
イ
リ
ス
ア
ウ
ト
。
）

北
尾
家
・
２
Ｆ
・
実
加
の
部
屋
（
夕
）
﹇0

h
3
m
1
5
s

﹈

（
カ
ラ
ー
画
像
。
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
棒
を

使
っ
て
探
し
物
を
し
て
い
る
実
加
の
足
。
）

『ふ
た
り
』
採
録
シ
ナ
リ
オ
（
～

o
h
2
5
m
1
0
s

）
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（
棒
で
そ
こ
こ
こ
を
手
当
り
次
第
に
ひ
っ
か
き
ま

わ
す
実
加
。
）

実
加　
　
　

ど
こ
じ
ゃ
ど
こ
じ
ゃ
ど
こ
じ
ゃ
。
物
た
ち
よ
ど
う
し
て

私
が
探
し
求
め
る
と
姿
を
隠
し
て
し
ま
う
の
じ
ゃ
。

（
実
加
、
棒
を
椅
子
に
立
て
か
け
て
廊
下
へ
出
る
。

千
津
子
の
部
屋
へ
入
っ
て
い
く
。
）

同
・
２
Ｆ
・
千
津
子
の
部
屋
（
夕
）
﹇0

h
4
m
9
s

﹈

（
実
加
、
千
津
子
の
部
屋
に
入
っ
て
く
る
。
）

実
加　
　
　

み
ー
っ
つ
け
た
。
借
り
て
く
ね
お
姉
ち
ゃ
ん
。

（
実
加
は
テ
ー
ブ
ル
の
皿
に
あ
る
飴
玉
に
気
づ
き
、

が
っ
さ
り
と
つ
か
む
。
）

実
加　
　
　

ご
ち
そ
う
さ
ま
ー
。

（
さ
ら
に
人
形
に
向
か
っ
て
、
）

実
加　
　
　

ば
ー
か
。

（
人
形
が
笑
っ
て
い
る
。
）

同
・
２
Ｆ
・
廊
下
（
夕
）
﹇0

h
4
m
3
6
s

﹈

（
実
加
と
雄
一
、
同
時
に
別
の
部
屋
か
ら
廊
下
に

出
て
き
て
扉
を
閉
め
る
。
）

雄
一　
　
　

お
前
、
ま
た
何
を
始
め
た
ん
だ
？　

千
津
子
の
部
屋
に

入
っ
た
り
し
て
。

実
加　
　
　

お
父
さ
ん
こ
そ
。
ま
た
出
張
？　

今
度
は
ど
こ
？

雄
一　
　
　

神
戸
。
四
、
五
日
で
帰
る
よ
。

実
加　
　
　

ふ
ー
ん
。
四
、
五
日
か
ぁ
。

（
階
段
を
下
り
て
い
く
雄
一
と
実
加
。
）

北
尾
家
・
玄
関
（
夕
）
﹇0

h
5
m
3
s

﹈

（
玄
関
で
靴
を
履
こ
う
と
す
る
雄
一
と
実
加
。
）

（
ふ
た
り
の
背
後
に
治
子
が
現
れ
る
。
）

治
子　
　
　

あ
な
た
ま
で
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
ど
こ
行
く
の
？

雄
一　
　
　

あ
あ
。

実
加　
　
　

マ
コ
と
テ
ス
ト
の
勉
強
。
ほ
ら
、
さ
っ
き
そ
う
言
っ
た

じ
ゃ
な
い
。

治
子　
　
　

そ
う
だ
っ
た
か
し
ら
？

実
加　
　
　

言
っ
た
わ
。
ね
ぇ
お
父
さ
ん
さ
っ
き
ご
飯
の
と
き
、

ね
ー
。

雄
一　
　
　

二
、
三
日
で
帰
る
か
ら
。
留
守
を
し
っ
か
り
な
。

治
子　
　
　

う
ん
、
私
な
ら
大
丈
夫
。
千
津
子
も
一
緒
で
す
か
ら
。

（
雄
一
、
外
の
方
向
へ
歩
い
て
い
く
。
画
面
か
ら

外
れ
る
。
）

（
実
加
、
治
子
の
顔
を
見
つ
め
る
。
）

実
加　
　
　

お
母
さ
ん
？

治
子　
　
　

ん
？

実
加　
　
　

お
弁
当
、
つ
い
て
る
よ
。

（
実
加
、
外
の
方
向
へ
歩
い
て
い
く
。
）

同
・
表
（
夕
）
﹇0

h
5
m
4
6
s

﹈

（
実
加
、
玄
関
か
ら
出
て
く
る
。
）

（
雄
一
、
実
加
が
出
て
く
る
の
を
見
る
と
歩
き
始

め
、
郵
便
受
け
か
ら
新
聞
を
抜
き
取
る
。
）

（
雄
一
と
実
加
、
坂
を
下
り
て
い
く
。
）

同
・
Ｄ
・
Ｋ
（
夕
）
﹇0

h
6
m
3
s

﹈

（
治
子
、D

・K

に
入
っ
て
く
る
。
席
に
つ
き
、
実

加
と
雄
一
の
食
器
を
眺
め
る
。
）

治
子　
　
　

本
当
に
、
あ
の
二
人
と
も
。
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（
治
子
、
流
し
台
の
方
へ
振
り
向
く
。
）

治
子　
　
　

千
津
子
み
た
い
に
、

（
流
し
台
の
上
に
茶
碗
と
箸
、
湯
呑
み
が
並
べ
て

あ
る
。
）

治
子　
　
　

ち
ゃ
ー
ん
と
後
片
付
け
し
て
く
れ
る
と
、
助
か
る
の
に

ね
ぇ
…
…
。

（
治
子
、
口
元
に
つ
い
て
い
た
米
粒
を
取
っ
て
食

べ
る
。
）

途
中
の
道
﹇0

h
6
m
3
8
s

﹈

（
細
い
坂
道
を
一
緒
に
下
る
雄
一
と
実
加
。
）

（
実
加
が
電
柱
の
裏
を
通
り
、
雄
一
に
笑
い
か
け

る
。
）

（
雄
一
も
微
笑
み
返
す
。
）

雄
一　
　
　

お
前
、
グ
ズ
の
く
せ
に
そ
う
い
う
こ
と
は
素
早
い
ん
だ

な
。

実
加　
　
　

考
え
て
み
た
ら
初
め
て
じ
ゃ
な
い
？　

お
父
さ
ん
と
こ

う
や
っ
て
二
人
だ
け
で
歩
く
の
。

雄
一　
　
　

そ
う
だ
っ
た
か
な
。

（
雄
一
と
実
加
が
坂
道
を
下
っ
て
く
る
。
）

雄
一　
　
　

い
つ
も
こ
ん
な
道
通
っ
て
る
の
か
？

実
加　
　
　

あ
れ
か
ら
ね
。

（
雄
一
と
実
加
が
階
段
を
下
り
て
く
る
。
）

（
階
段
の
脇
で
、
子
猫
た
ち
が
鳴
き
声
を
あ
げ
な

が
ら
食
べ
物
を
食
べ
て
い
る
。
）

雄
一　
　
　

ほ
ー
う
。
こ
ん
な
道
が
あ
っ
た
の
か
。

実
加　
　
　

に
ゃ
ー
ん
。

（
実
加
、
子
猫
に
近
寄
っ
て
し
ゃ
が
む
。
）

実
加　
　
　

私
猫
だ
か
ら
ね
。
い
ろ
ん
な
抜
け
道
知
っ
て
る
よ
。

（
再
び
ふ
た
り
で
階
段
を
下
り
始
め
る
。
）

（
雄
一
と
実
加
、
横
に
並
ん
で
歩
い
て
く
る
。
）

雄
一　
　
　

何
で
ま
た
急
に
、
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
に
行
く
気
に

な
っ
た
ん
だ
？　

あ
ん
な
に
嫌
が
っ
て
た
の
に
。

実
加　
　
　

生
活
を
普
通
に
戻
さ
な
き
ゃ
。
発
表
会
だ
っ
て
近
い
し
。

そ
れ
に
あ
れ
っ
き
り
で
し
ょ
う
、
河
本
先
生
。
お
電
話

も
し
て
な
い
か
ら
心
配
な
さ
っ
て
る
わ
、
き
っ
と
。

（
家
々
の
間
の
階
段
を
下
り
る
雄
一
と
実
加
の
ロ

ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
。
）

雄
一　
　
　

ほ
ー
う
。

実
加　
　
　

ん
？

雄
一　
　
　

お
前
も
そ
ん
な
ふ
う
に
気
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。

実
加　
　
　

ふ
ー
ん
。
そ
ん
な
に
駄
目
に
見
え
る
？　

私
。

（
雄
一
と
実
加
、
階
段
を
一
番
下
ま
で
下
り
て
、

線
路
沿
い
の
道
に
出
て
く
る
。
）

雄
一　
　
　

お
ー
？　

こ
ん
な
と
こ
ろ
へ
出
て
く
る
の
か
。

実
加　
　
　

知
ら
な
か
っ
た
？　

お
父
さ
ん
。

雄
一　
　
　

こ
の
町
は
何
年
暮
ら
し
て
も
、
迷
路
み
た
い
だ
。

（
歩
道
橋
を
歩
く
雄
一
と
実
加
の
ロ
ン
グ
シ
ョ
ッ

ト
。
）

雄
一　
　
　

実
加
も
、
早
く
帰
る
ん
だ
よ
。

実
加　
　
　

実
加
っ
て
呼
ん
で
く
れ
た
ね
。

雄
一　
　
　

何
だ
そ
れ
は
。
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実
加　
　
　

お
前
、
あ
ん
た
、
こ
の
こ
、
千
津
子
ち
ゃ
ん
の
妹
。
そ

れ
が
ず
ー
っ
と
私
。

雄
一　
　
　

う
ん
。（

雄
一
、
歩
道
橋
の
上
で
立
ち
止
ま
り
、
実
加
と

対
面
す
る
。
）

雄
一　
　
　

お
父
さ
ん
は
ね
、
お
母
さ
ん
を
な
る
べ
く
独
り
に
し
た

く
な
い
ん
だ
。

実
加　
　
　

じ
ゃ
あ
お
父
さ
ん
も
早
く
帰
っ
て
。

雄
一　
　
　

あ
あ
。

実
加　
　
　

二
、
三
日
で
よ
ー
？

（
実
加
、
雄
一
に
飴
玉
を
渡
す
。
）

雄
一　
　
　

あ
あ
。

実
加　
　
　

じ
ゃ
あ
、
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。

雄
一　
　
　

う
ん
。（

歩
道
橋
の
上
で
別
れ
る
雄
一
と
実
加
の
ロ
ン
グ

シ
ョ
ッ
ト
。
）

小
路
﹇0

h
8
m
4
6
s

﹈

（
実
加
、
小
さ
な
社
の
あ
る
小
路
を
通
っ
て
い
く
。
）

（
ひ
と
り
の
老
婦
人
が
社
に
お
参
り
を
し
て
い

る
。
）

船
着
場
﹇0
h
8
m
5
6
s

﹈

（
実
加
、
小
走
り
で
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
込
ん
で
い

く
。
）

（
牛
乳
を
買
っ
て
い
た
白
ス
ー
ツ
の
男
、
実
加
を

見
る
と
慌
て
た
様
子
で
牛
乳
を
受
け
取
り
、
フ
ェ

リ
ー
に
乗
り
込
む
。
）

（
フ
ェ
リ
ー
は
岸
を
離
れ
る
。
）

フ
ェ
リ
ー
﹇0

h
9
m
2
1
s

﹈

（
海
を
眺
め
る
実
加
の
後
ろ
姿
。
）

（
白
ス
ー
ツ
の
男
、
実
加
を
眺
め
な
が
ら
牛
乳
の

開
栓
に
失
敗
し
、
顔
に
牛
乳
が
は
ね
か
か
る
。
ハ

ン
カ
チ
で
顔
や
服
を
拭
き
、
傍
の
椅
子
に
腰
か
け

る
。
）

電
車
内
﹇0

h
9
m
4
8
s

﹈

（
雄
一
、
新
聞
を
読
む
途
中
で
飴
玉
を
口
に
入
れ

る
。
）

船
着
場
﹇0

h
1
0
m
0
0
s

﹈

（
実
加
、
船
を
降
り
て
画
面
右
側
の
通
路
を
渡
っ

て
く
る
。
）

（
白
ス
ー
ツ
の
男
も
、
左
側
の
通
路
か
ら
渡
っ
て

く
る
。
実
加
の
後
に
つ
い
て
歩
き
、
ゴ
ミ
箱
に
牛

乳
ビ
ン
を
捨
て
る
。
）

雑
木
林
の
小
道
（
夜
）
﹇0

h
1
0
m
2
2
s

﹈

（
実
加
、
薄
暗
い
小
道
を
歩
い
て
く
る
。
）

（
後
ろ
か
ら
白
ス
ー
ツ
の
男
が
追
っ
て
く
る
。
）

（
白
ス
ー
ツ
の
男
、
の
ん
び
り
と
飴
玉
を
舐
め
な

が
ら
歩
く
実
加
の
あ
と
を
つ
け
て
い
く
。
距
離
を

詰
め
て
い
き
、
実
加
の
前
に
回
り
込
む
。
）

（
実
加
、
男
に
気
付
い
て
目
を
上
げ
る
。
）

（
実
加
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
男
。
）

（
茫
然
と
男
を
見
つ
め
る
実
加
。
）
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（
何
か
を
し
ゃ
べ
ろ
う
と
、
口
を
も
ご
も
ご
さ
せ

る
男
。
）

（
男
を
見
つ
め
る
実
加
。
）

男　
　
　
　

お
っ
…
…
。

（
挙
動
不
審
な
男
。
）

男　
　
　
　

お
い
し
そ
う
…
…
ね
。

（
男
の
顔
の
動
き
を
目
で
追
う
実
加
。
）

（
た
ど
た
ど
し
く
話
す
男
。
）

男　
　
　
　

ボ
ク
も
…
…
な
…
…
舐
め
た
い
な
ぁ
…
…
。

（
う
つ
む
い
て
い
る
実
加
。
近
寄
る
男
に
飴
玉
を

ひ
と
つ
差
し
出
す
。
）

（
男
、
実
加
の
手
を
包
み
こ
み
つ
つ
飴
玉
を
受
け

取
る
。
）

（
男
、
飴
玉
の
包
を
開
い
て
口
に
入
れ
る
。
）

（
飴
玉
を
頬
張
る
男
を
眺
め
る
実
加
。
）

（
実
加
、
男
か
ら
目
線
を
そ
ら
す
。
男
、
さ
ら
に

実
加
に
近
寄
る
。
）

男　
　
　
　

甘
い
ね
。

（
実
加
、
財
布
を
男
に
差
し
出
す
。
）

（
男
、
受
け
取
っ
て
中
身
を
確
認
す
る
。
）

（
男
が
財
布
の
中
身
を
出
し
て
い
る
間
、
う
つ
む

い
て
い
る
実
加
。
）

（
辺
り
で
犬
た
ち
が
わ
め
く
声
が
す
る
。
）

（
男
、
お
金
を
財
布
に
戻
す
。
）

男　
　
　
　

お
金
は
…
…
い
ら
な
い
よ
！

（
男
、
実
加
に
財
布
を
差
し
出
す
。
）

（
実
加
、
お
ず
お
ず
と
財
布
を
受
け
取
る
。
）

実
加　
　
　

そ
れ
じ
ゃ
あ
。

（
実
加
、
男
の
横
を
通
ろ
う
と
す
る
。
）

（
男
、
実
加
の
足
に
自
分
の
足
を
引
っ
か
け
る
。
）

（
転
倒
し
た
実
加
を
、
男
が
抱
き
と
め
る
。
）

男　
　
　
　

あ
、
大
丈
夫
か
い
？　

ち
ゃ
ん
と
…
…
歩
け
る
か
い
？

実
加　
　
　

や
め
て
く
だ
さ
い―

―

放
し
て
よ
…
…
。

男　
　
　
　

ね
ぇ
、
大
丈
夫
だ
よ
、
ね
え
、
大
丈
夫
！

（
男
は
実
加
の
肩
を
抱
え
込
も
う
と
し
、
実
加
は

「
や
め
て
」
と
叫
び
な
が
ら
抵
抗
す
る
。
）

（
も
が
く
実
加
と
、
実
加
を
抑
え
込
も
う
と
す
る

男
の
ロ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
。
）

実
加　
　
　

放
し
て
ぇ
！

（
男
、
小
道
か
ら
実
加
を
斜
面
の
林
の
奥
へ
引
き

ず
り
こ
ん
で
い
く
。
）

（
男
、
実
加
を
土
の
上
に
投
げ
倒
す
。
）

（
男
の
ア
ッ
プ
。
息
が
荒
い
。
）

（
楽
譜
を
手
に
、
男
を
見
る
実
加
の
ア
ッ
プ
。
）

（
男
、
実
加
の
も
と
に
し
ゃ
が
み
込
む
。
）

男　
　
　
　

ボ
ク
、
キ
ミ
の
こ
と
知
っ
て
る
よ
。
町
で
、

（
目
を
見
張
る
実
加
の
ア
ッ
プ
。
）

男　
　
　
　

と
き
ど
き
見
か
け
る
か
ら
ね
。

（
男
、
実
加
の
手
首
を
つ
か
み
、
馬
乗
り
に
な
る
。
）

男　
　
　
　

好
き
な
ん
だ
よ
。

（
実
加
の
顔
の
ア
ッ
プ
。
）

男　
　
　
　

好
き
な
ん
だ
。
好
き
な
ん
だ
よ
！
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（
男
、
実
加
に
顔
を
近
付
け
よ
う
と
す
る
。
）

（
実
加
、
楽
譜
で
男
の
顔
を
押
し
戻
す
。
）

（
楽
譜
で
顔
を
押
さ
れ
る
男
の
ア
ッ
プ
。
）

（
男
、
い
っ
た
ん
実
加
か
ら
顔
を
離
す
。
）

男　
　
　
　

好
き
だ
よ
…
…
好
き
だ
…
…
。

（
男
、
実
加
の
膝
を
さ
わ
る
。
実
加
は
ビ
ク
ッ
と

膝
を
伸
ば
す
。
）

（
怒
り
の
表
情
を
浮
か
べ
る
男
の
ア
ッ
プ
。
）

（
男
に
頬
を
叩
か
れ
る
実
加
の
ア
ッ
プ
。
）

（
楽
譜
が
宙
に
飛
ぶ
。
）

（
興
奮
し
た
様
子
の
男
。
）

（
首
を
横
に
向
け
た
実
加
と
、
男
の
手
。
）

（
男
、
震
え
る
両
手
を
実
加
に
伸
ば
す
。
）

（
男
、
馬
乗
り
に
な
っ
て
実
加
の
首
を
絞
め
始
め

る
。
）

（
実
加
、
首
に
か
か
る
男
の
手
首
を
外
そ
う
と
す

る
。
）

（
実
加
の
首
を
絞
め
続
け
る
男
。
）

（
男
に
首
を
絞
め
ら
れ
る
実
加
の
ア
ッ
プ
。
）

（
男
の
後
ろ
姿
と
、
も
が
く
実
加
の
足
。
）

（
近
く
の
木
の
幹
の
上
に
、
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
の

人
物
〈
千
津
子
〉
の
足
元
。
）

（
実
加
、
力
な
く
千
津
子
の
方
に
首
を
向
け
る
。
）

（
木
の
幹
か
ら
宙
に
跳
ぶ
千
津
子
の
足
。
）

（
実
加
の
顔
の
ア
ッ
プ
。
）

（
宙
に
跳
ぶ
千
津
子
の
足
。
）

（
実
加
の
顔
の
ア
ッ
プ
。
）

（
宙
に
跳
ぶ
千
津
子
の
足
。
）

（
実
加
の
顔
の
ア
ッ
プ
。
）

（
着
地
す
る
千
津
子
の
足
。
）

（
実
加
の
顔
の
ア
ッ
プ
。
）

（
千
津
子
の
手
が
石
を
指
さ
す
。
）

（
石
に
手
を
伸
ば
す
実
加
の
ア
ッ
プ
。
）

（
千
津
子
の
手
と
、
石
に
伸
び
た
実
加
の
手
。
）

（
実
加
の
手
が
石
に
届
く
と
、
千
津
子
の
手
は
離

れ
て
い
き
、
画
面
の
外
に
出
る
。
）

（
実
加
、
苦
し
そ
う
な
表
情
を
し
な
が
ら
、
石
を

構
え
る
。
）

（
実
加
の
首
を
絞
め
続
け
る
男
と
、
男
の
頭
を
狙
っ

て
石
を
構
え
る
実
加
の
腕
。
）

（
男
、
実
加
の
石
で
頭
に
打
撃
を
受
け
る
。
）

（
男
、
う
め
き
声
を
あ
げ
て
気
絶
し
、
力
を
失
っ

て
倒
れ
る
。
）

（
実
加
、
倒
れ
た
男
の
身
体
を
脇
に
押
し
の
け
て

立
ち
上
が
る
。
）

（
立
ち
上
が
っ
た
実
加
。
男
を
見
下
ろ
し
、
そ
の

場
を
立
ち
去
る
。
）

（
男
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
『
車
輪
の

下
』
の
文
庫
本
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
）

（
雨
が
降
り
始
め
、
楽
譜
〈
シ
ュ
ー
マ
ン
・
ノ
ベ
レ
ッ

テ
ン
〉
の
上
に
注
ぐ
。
）

（
よ
ろ
よ
ろ
と
斜
面
を
下
り
る
実
加
。
）
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（
暗
い
道
を
歩
い
て
く
る
実
加
。
河
本
ピ
ア
ノ
教

室
へ
の
階
段
を
上
っ
て
い
く
。
）

（
ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
音
が
聞
こ
え
て
い
る
。
）

ピ
ア
ノ
の
先
生
の
家
・
表
（
夜
）
﹇0

h
1
4
m
4
1
s

﹈

（
実
加
、
河
本
ピ
ア
ノ
教
室
の
前
に
た
ど
り
つ
く
。
）

（
門
か
ら
竜
一
郎
、
竜
一
郎
の
祖
父
、
ピ
ア
ノ
の

先
生
が
互
い
に
挨
拶
を
し
な
が
ら
出
て
く
る
。
）

ピ
ア
ノ
の
先
生　

北
尾
さ
ん
！　

ど
う
し
た
の
？

（
実
加
、
ピ
ア
ノ
の
先
生
に
抱
き
と
め
ら
れ
る
。
）

ピ
ア
ノ
の
先
生　

何
が
あ
っ
た
の
？

実
加　
　
　

お
、
お
姉
ち
ゃ
ん
…
…
姉
が
…
…
。

ピ
ア
ノ
の
先
生　

千
津
子
さ
ん
が
？

実
加　
　
　

お
姉
ち
ゃ
ん
…
…
。

竜
一
郎　
　

誰
も
い
や
し
な
い
よ
。

竜
一
郎
の
祖
父　

の
う
。

長
谷
部
家
・
台
所
﹇0
h
1
5
m
1
5
s

﹈

（
客
に
出
す
食
事
を
作
る
真
子
の
両
親
と
従
業
員

た
ち
。
）

真
子
の
父　

お
前
ハ
チ
マ
キ
だ
ら
し
な
い
ぞ
。

従
業
員　
　

は
い
、
す
い
ま
せ
ん
。

真
子
の
父　

マ
コ
ど
う
し
た
。
ま
だ
学
校
行
か
な
い
の
か
。

真
子　
　
　

だ
っ
て
ま
だ
来
な
い
ん
だ
も
ー
ん
。

真
子
の
母　

ど
う
し
た
の
か
し
ら
。
北
尾
さ
ん
こ
の
頃
ず
い
ぶ
ん
元

気
そ
う
に
見
え
る
け
ど
。
ね
え
、
待
ち
合
わ
せ
も
い
い

け
ど
、
あ
ん
た
ま
で
遅
れ
る
と
困
る
わ
よ
？

（
真
子
、
受
話
器
を
取
っ
て
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
。
）

真
子　
　
　

実
加
グ
ズ
だ
か
ら
！

真
子
の
父　

い
い
よ
い
い
よ
。
学
問
よ
り
友
情
だ
。

（
実
加
、
小
声
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
を
し
な
が
ら
入
っ
て
く
る
。
）

真
子
の
母　
　

あ
、
北
尾
さ
ん
…
…
。

（
実
加
、
「
し
ー
っ
」
と
人
差
し
指
を
立
て
て
真

子
の
母
を
止
め
、
こ
っ
そ
り
と
真
子
に
近
付
い
て

い
く
。
）

真
子　
　
　

あ
、
も
し
も
し
、
長
谷
部
で
す
け
ど
。
実
加
は
。
あ
、

そ
れ
な
ら
い
い
ん
で
す
け
ど
…
…
。

（
実
加
、
真
子
の
肩
を
い
き
な
り
つ
か
む
。
）

実
加　
　
　

わ
っ
！（

真
子
、
驚
い
て
受
話
器
を
落
と
す
。
）

（
実
加
、
受
話
器
を
取
る
。
）

実
加　
　
　

も
し
も
し
お
母
さ
ん
？　

う
ん
、
大
丈
夫
。
じ
ゃ
あ
ね

〜
。

（
実
加
、
受
話
器
を
置
く
。
）

実
加　
　
　

ご
め
ん
。
び
っ
く
り
し
た
？

真
子　
　
　

も
ぉ
ー
！

（
実
加
と
真
子
、
従
業
員
や
真
子
の
両
親
と
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
て
部
屋
を
出
て
い
く
。
）

（
玄
関
に
立
つ
実
加
と
真
子
。
）

真
子　
　
　

母
ち
ゃ
ん
行
っ
て
き
ま
ー
す
！

（
部
屋
か
ら
玄
関
の
近
く
へ
出
て
き
た
真
子
の

母
。
）

真
子
の
母　

行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！
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真
子　
　
　

行
っ
て
き
ま
ー
す
！

北
尾
家
・
リ
ビ
ン
グ
﹇0

h
1
6
m
2
0
s

﹈

（
受
話
器
を
持
っ
て
立
ち
す
く
む
治
子
。
や
が
て

受
話
器
を
置
く
。
）

長
谷
部
家
・
表
﹇0

h
1
6
m
2
5
s

﹈

（
雨
が
降
っ
て
い
る
。
傘
を
差
し
、
長
谷
部
家
の

門
を
出
て
く
る
実
加
と
真
子
。
）

実
加　
　
　

自
転
車
出
し
て
と
い
て
く
れ
た
ん
だ
？

真
子　
　
　

う
ん
、
時
間
あ
っ
た
か
ら
ね
ー
。

実
加　
　
　

ご
め
ん
ね
ー
、
こ
れ
か
ら
私
が
遅
れ
た
と
き
先
行
っ
て
。

真
子　
　
　

何
言
っ
て
ん
の
。

実
加　
　
　

私
、
勝
手
に
出
さ
せ
て
も
ら
う
か
ら
。

真
子　
　
　

水
臭
い
ぞ
親
友
よ
！　

ほ
ら
、
急
ご
う
！

実
加　
　
　

う
ん
！（

実
加
と
真
子
、
片
手
で
傘
を
さ
し
て
自
転
車
を

こ
ぎ
出
す
。
）

（
自
転
車
を
こ
ぐ
実
加
と
真
子
。
）

（
玄
関
で
真
子
の
母
が
待
っ
て
い
る
。
）

真
子　
　
　

行
っ
て
き
ま
ー
す
！

実
加　
　
　

行
っ
て
き
ま
す
！

真
子
の
母　

行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！

尾
道
女
子
中
学
校
・
正
門
表
﹇0

h
1
6
m
4
9
s

﹈

（
自
転
車
で
並
走
す
る
実
加
と
真
子
。
）

実
加　
　
　

だ
か
ら
や
っ
つ
け
て
や
っ
た
ん
だ
っ
て
ば
、
そ
の
ヘ
ン

タ
イ
を
さ
！

真
子　
　
　

い
い
加
減
に
し
て
よ
、
実
加
み
た
い
な
グ
ズ
に
で
き
る

わ
け
な
い
で
し
ょ
？

実
加　
　
　

だ
っ
て
お
ま
わ
り
さ
ん
だ
っ
て
褒
め
て
く
れ
た
も
ん
！

真
子　
　
　

も
う
！（

実
加
と
真
子
、
正
門
に
到
着
し
自
転
車
を
下
り

る
。
）

同
・
校
内
・
屋
外
﹇0

h
1
7
m
6
s

﹈

（
校
内
を
歩
く
実
加
と
真
子
。
実
加
は
真
子
の
後

ろ
か
ら
話
し
か
け
る
。
）

実
加　
　
　

ね
え
ね
え
こ
れ
だ
け
言
っ
て
も
ま
だ
信
用
で
き
な
い

の
？

真
子　
　
　

う
ん
。

実
加　
　
　

あ
〜
、わ
か
っ
た
。
マ
コ
私
が
お
か
し
く
な
っ
た
と
思
っ

て
ん
で
し
ょ
。

真
子　
　
　

え
え
？（

実
加
、
傘
を
閉
じ
教
室
へ
歩
い
て
い
く
。
真
子

も
傘
を
閉
じ
て
そ
の
後
を
追
う
。
）

実
加　
　
　

ム
リ
な
い
か
。
こ
の
秋
か
ら
シ
ョ
ッ
ク
な
こ
と
ば
っ
か

り
起
こ
っ
た
も
ん
ね
私
ん
ち
。

真
子　
　
　

そ
ん
な
こ
と
思
っ
て
な
い
っ
て
ば
！　

ほ
ん
と
だ
よ
！

同
・
教
室
﹇0

h
1
7
m
3
0
s

﹈

（
真
子
を
の
ぞ
き
こ
む
実
加
の
ア
ッ
プ
。
）

実
加　
　
　

目
の
前
が
ぼ
ー
っ
と
霞
ん
で
た
け
ど
ね
、
わ
か
る
ん
だ
。

お
姉
ち
ゃ
ん
よ
。

（
ぶ
つ
ぶ
つ
と
話
し
続
け
る
実
加
の
隣
の
席
で
、

真
子
が
弁
当
を
食
べ
て
い
る
。
）

－ 178 －



（
前
の
席
の
女
子
生
徒
た
ち
が
小
声
で
話
し
始
め

る
。
）

（
「
前
は
あ
ん
な
に
喋
ん
な
か
っ
た
の
に
ね
ぇ
。
」
）

（
「
大
丈
夫
か
な
ぁ
、
期
末
テ
ス
ト
。
」
）

（
「
シ
ョ
ッ
ク
療
法
よ
ね
ぇ
。
」
）

万
里
子　
　

大
丈
夫
よ
、
北
尾
さ
ん
は
。
頭
が
い
い
ん
だ
か
ら
。

（
万
里
子
の
方
を
振
り
向
く
実
加
。
）

実
加　
　
　

え
？

（
首
を
後
ろ
に
向
け
る
実
加
の
視
線
の
先
で
、
話

を
続
け
る
万
里
子
。
）

万
里
子　
　

何
し
ろ
わ
が
尾
道
女
子
中
学
校
、
八
十
年
の
歴
史
の
中

の

（
万
里
子
を
見
つ
め
る
実
加
。
）

万
里
子　
　

伝
説
的
な
秀
才
、
北
尾
千
津
子
の
妹

（
話
し
続
け
る
万
里
子
。
）

万
里
子　
　

で
す
も
の
ね
。

（
実
加
、
前
に
向
き
直
る
。
）

実
加　
　
　

そ
ん
な
ぁ
…
…
。

（
万
里
子
の
ア
ッ
プ
。
）

万
里
子　
　

た
だ
、
北
尾
さ
ん
は
時
々
、
夢
見
る
人
に
な
っ
ち
ゃ
う

ん
だ
わ
。

（
実
加
の
横
で
、
万
里
子
の
言
葉
を
聞
い
た
真
子

が
笑
い
出
す
。
）

真
子　
　
　

い
え
て
る
。

（
教
室
中
の
生
徒
が
笑
い
出
す
。
）

（
笑
い
声
の
中
で
、
ぶ
す
っ
と
し
た
表
情
を
す
る

実
加
。
）

北
尾
家
・
表
（
夜
）
﹇0

h
1
8
m
1
4
s

﹈

（
雄
一
、
坂
道
を
歩
い
て
上
っ
て
く
る
。
ポ
ス
ト

に
入
っ
て
い
た
新
聞
を
取
る
。
）

北
尾
家
・
玄
関
（
夜
）
﹇0

h
1
8
m
2
9
s

﹈

（
雄
一
、
玄
関
の
扉
を
開
け
て
入
っ
て
く
る
。
）

治
子　
　
　

お
か
え
ん
な
さ
い
。

（
す
で
に
玄
関
で
待
っ
て
い
た
治
子
。
）

（
治
子
の
方
を
見
つ
め
る
雄
一
。
）

雄
一　
　
　

驚
い
た
な
あ
。
足
音
で
も
聞
こ
え
た
の
か
？

（
向
か
い
合
う
治
子
と
雄
一
。
）

治
子　
　
　

も
う
待
ち
く
た
び
れ
ま
し
た
〜
。

雄
一　
　
　

三
日
目
だ
よ
、
ま
だ
。
二
、
三
日
っ
て
言
っ
た
だ
ろ
？

治
子　
　
　

二
、
三
日
と
言
い
ま
す
と
ね
、
二
日
目
を
待
ち
ま
す
わ
。

（
実
加
の
歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
）

雄
一　
　
　

あ
。
歌
っ
て
る
な
あ
。

治
子　
　
　

久
し
ぶ
り
で
し
ょ
？　

千
津
子
の
歌
。

治
子
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
へ
。

雄
一
、
見
送
っ
た
後
、
階
段
を
上
る
。

同
・
浴
室
（
夜
）
﹇0

h
1
9
m
1
0
s

﹈

（
実
加
が
浴
槽
の
中
で
歌
っ
て
い
る
と
、
途
中
か

ら
千
津
子
が
一
緒
に
歌
い
は
じ
め
る
。
）

千
津
子　
　

茹
で
あ
が
ら
な
い
？　

相
変
わ
ら
ず
長
風
呂
な
ん
だ
か

ら
。
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実
加　
　
　

お
姉
ち
ゃ
ん
…
…
。

（
浴
槽
に
腰
か
け
る
千
津
子
と
、
千
津
子
の
方
を

向
く
実
加
の
背
。
）

千
津
子　
　

あ
ん
た
も
結
構
女
ら
し
い
身
体
つ
き
に
な
っ
て
き
た

ね
。

（
浴
槽
の
中
か
ら
千
津
子
を
見
上
げ
る
実
加
と
、

実
加
の
方
に
首
を
向
け
る
千
津
子
。
）

実
加　
　
　

エ
ッ
チ
！

（
実
加
、
湯
の
中
に
頭
ま
で
沈
め
る
。
）

千
津
子　
　

ケ
チ
。（

浴
槽
の
側
面
か
ら
の
ア
ン
グ
ル
で
、
向
か
い
合

う
実
加
と
千
津
子
。
）

実
加　
　

お
姉
ち
ゃ
ん
、
ず
っ
と
傍
に
い
て
く
れ
た
ん
だ
…
…
。

千
津
子　
　

う
ん
…
…
。

実
加　
　
　

も
し
か
、
あ
い
つ
に
襲
わ
れ
な
か
っ
た
ら
ず
っ
と
黙
っ

て
た
？

千
津
子　
　

そ
う
ね
。
た
ぶ
ん
。

実
加　
　
　

じ
ゃ
あ
よ
か
っ
た
、
襲
わ
れ
て
。

千
津
子　
　

バ
カ
。

実
加　
　
　

お
姉
ち
ゃ
ん
？

千
津
子　
　

ん
？

実
加　
　
　

あ
り
が
と
。

千
津
子　
　

ド
ジ
な
妹
を
ほ
っ
と
く
わ
け
に
は
い
か
ん
で
し
ょ
う

が
。

実
加　
　
　

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ん
な
い
こ
と
ば
っ
か
り
。

千
津
子　
　

…
…
ご
め
ん
ね
実
加
。
あ
ん
た
を
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
し

て
。

（
千
津
子
は
水
を
掬
お
う
と
す
る
が
、
す
り
ぬ
け

て
し
ま
う
。
）

北
尾
家
・
Ｄ
・
Ｋ
（
夜
）
﹇0

h
2
0
m
3
4
s

﹈

（
意
気
揚
々
と
話
す
治
子
の
ア
ッ
プ
。
）

治
子　
　
　

お
ま
わ
り
さ
ん
っ
た
ら
ね
え
、
大
変
勇
敢
な
お
嬢
さ
ん

で
す
な
、
犯
人
を
ガ
ー
ン
と
一
撃
し
ま
し
て
ね
、

（
食
べ
物
を
咀
嚼
す
る
雄
一
。
）

治
子　
　
　

現
場
付
近
を
ふ
ら
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
逮
捕
し
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、

（
治
子
の
ア
ッ
プ
。
）

治
子　
　
　

そ
れ
ま
で
に
も
何
件
も
や
っ
て
い
る
よ
う
で
す
か
ら
追

求
し
て
ま
す
、
で
す
っ
て
。

（
雄
一
の
ア
ッ
プ
。
）

雄
一　
　
　

そ
う
か
。

（
得
意
気
な
表
情
を
す
る
治
子
の
ア
ッ
プ
。
）

（
雄
一
の
ア
ッ
プ
。
）

雄
一　
　
　

実
加
の
そ
ん
な
武
勇
伝
が
あ
っ
た
の
か
。

（
う
な
ず
く
治
子
の
ア
ッ
プ
。
）

（
茶
碗
の
飯
を
か
き
こ
む
雄
一
の
ア
ッ
プ
。
）

（
食
卓
に
つ
い
て
い
る
治
子
と
雄
一
。
）

治
子　
　
　

本
当
に
心
配
ば
か
り
さ
せ
て
…
…
。
私
に
嘘
つ
い
て
、

河
本
先
生
の
と
こ
ろ
へ
行
く
途
中
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

雄
一　
　
　

し
か
し
、
よ
か
っ
た
…
…
無
事
で
よ
か
っ
た
…
…
。

（
治
子
、
小
さ
く
う
な
ず
く
。
）
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（
風
呂
上
り
の
実
加
が
シ
ャ
ツ
を
着
た
だ
け
の
姿

で
部
屋
に
入
っ
て
く
る
。
）

（
茶
を
飲
も
う
と
す
る
治
子
の
ア
ッ
プ
。
実
加
に

気
付
き
、
顔
を
上
げ
る
。
）

治
子　
　
　

な
ん
で
す
、

（
食
卓
に
つ
い
て
い
る
雄
一
と
治
子
、
そ
の
間
に

立
つ
実
加
。
）

実
加　
　
　

お
父
さ
ん
。

（
実
加
の
方
を
向
く
雄
一
の
ア
ッ
プ
。
）

治
子　
　
　

そ
の
格
好
！

雄
一　
　
　

実
加
。（

雄
一
と
治
子
、
実
加
。
）

実
加　
　
　

お
帰
ん
な
さ
い
。
早
か
っ
た
の
ね
。

（
実
加
、
お
土
産
の
箱
を
手
に
取
る
。
）

（
実
加
の
動
き
を
目
で
追
う
治
子
。
）

雄
一　
　
　

う
ん
。（

雄
一
と
治
子
、
実
加
。
）

実
加　
　
　

神
戸
肉
。
ふ
ー
ん
。

　
　
　
　
　

何
？　

人
の
こ
と
ジ
ロ
ジ
ロ
見
て
。

雄
一　
　
　

襲
わ
れ
る
よ
う
な
年
頃
に
な
っ
た
ん
だ
な
、
お
前
も
。

実
加　
　
　

変
な
お
父
さ
ん
！

治
子　
　
　

長
谷
部
さ
ん
か
ら
電
話
あ
り
ま
し
た
よ
、
電
話
く
だ
さ

い
っ
て
。

実
加　
　
　

あ
、
そ
う
。
は
ー
い
。

（
実
加
、
受
話
器
を
と
り
、
自
室
に
上
が
ろ
う
と

す
る
。
）

（
の
れ
ん
を
手
で
除
け
る
雄
一
。
）

雄
一　
　
　

お
い
。（

ひ
ょ
っ
こ
り
と
戸
の
奥
か
ら
半
身
を
出
す
実

加
。
）

（
の
れ
ん
を
除
け
て
い
る
雄
一
。
）

雄
一　
　
　

下
で
か
け
な
さ
い
。

（
実
加
、
に
こ
り
と
笑
う
。
）

実
加　
　
　

親
に
秘
密
の
あ
る
年
頃
に
な
っ
た
の
よ
！

（
実
加
、
戸
の
奥
へ
去
っ
て
い
く
。
）

（
動
か
ず
実
加
を
見
送
る
雄
一
。
）

（
治
子
、
身
を
乗
り
出
し
戸
の
向
こ
う
に
声
を
か

け
る
。
）

治
子　
　
　

風
邪
引
き
ま
す
よ
！

長
谷
部
家
・
玄
関
﹇0

h
2
1
m
5
4
s

﹈

（
客
を
見
送
る
真
子
の
母
。
）

真
子
の
母　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

客　
　
　
　

ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

（
玄
関
の
近
く
に
あ
る
電
話
機
を
使
っ
て
、
実
加

と
話
し
て
い
る
真
子
。
）

真
子　
　
　

も
し
も
し
、
実
加
？　

ね
ぇ
、
自
信
あ
る
？　

明
日
の

図
形
。

北
尾
家
・
実
加
の
部
屋
﹇0

h
2
2
m
3
s

﹈

（
部
屋
に
入
っ
て
く
る
実
加
。
）

実
加　
　
　

マ
コ
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
け
ど
ね
。
私
の
数
学
苦
手

な
の
知
っ
て
る
で
し
ょ
う
が
。
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長
谷
部
家
・
玄
関
﹇0

h
2
2
m
1
1
s

﹈

（
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
真
子
。
）

真
子　
　
　

が
ん
ば
っ
て
。

　
　
　
　
　

で
さ
あ
、
テ
ス
ト
終
わ
っ
た
ら
今
年
も
行
く
？

北
尾
家
・
実
加
の
部
屋
﹇0

h
2
2
m
1
6
s

﹈

（
ベ
ッ
ド
の
上
で
足
を
崩
し
て
座
っ
て
い
る
実

加
。
）

実
加　
　
　

行
く
っ
て
…
…
ど
こ
？

真
子　
　

（
受
話
器
か
ら
）
ど
こ
っ
て
、
《
第
九
》
。

（
ラ
ジ
カ
セ
か
ら
、
千
津
子
の
歌
声
。
）

実
加　
　
　

《
第
九
》
か
ぁ
…
…
。

（
ベ
ッ
ド
の
上
で
寝
転
が
る
実
加
の
後
ろ
姿
。
）

千
津
子　
　

行
っ
て
！

（
実
加
、
上
体
を
起
こ
し
て
千
津
子
の
方
へ
振
り

向
く
。
）

実
加　
　
　

お
姉
ち
ゃ
ん
。

（
微
笑
む
千
津
子
の
ア
ッ
プ
。
）

長
谷
部
家
・
玄
関
﹇0

h
2
2
m
4
0
s

﹈

（
真
子
の
ア
ッ
プ
。
）

真
子　
　
　

何
？

（
真
子
が
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
外
に
い
る
父
に
、
首

で
「
あ
っ
ち
に
行
け
」
と
合
図
を
す
る
。
）

（
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
外
か
ら
、
真
子
の
父
が
真
子

に
手
を
振
り
、
投
げ
キ
ッ
ス
を
す
る
。
）

（
苦
笑
い
す
る
真
子
。
）

真
子　
　
　

あ
…
…
や
っ
ぱ
り
、
や
め
と
く
？

北
尾
家
・
実
加
の
部
屋
﹇0

h
2
2
m
5
1
s

﹈

（
腰
掛
け
て
、
実
加
の
方
を
見
て
い
る
千
津
子
。
）

千
津
子　
　

行
こ
う
よ
、
実
加
。
い
つ
も
通
り
一
緒
に
聴
こ
う
よ
、《
第

九
》
。

（
実
加
、
ベ
ッ
ド
の
上
に
座
っ
た
ま
ま
千
津
子
の

言
葉
を
聞
い
て
い
る
。
）

長
谷
部
家
・
玄
関
﹇0

h
2
2
m
5
7
s

﹈

（
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
扉
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
、
真
子

の
ア
ッ
プ
。
）

真
子　
　
　

実
加
〜
、
聞
い
て
る
？

北
尾
家
・
実
加
の
部
屋
﹇0

h
2
2
m
5
9
s

﹈

（
実
加
の
ア
ッ
プ
。
）

実
加　
　
　

そ
う
し
た
い
？

（
千
津
子
、
無
言
で
微
笑
む
。
）

長
谷
部
家
・
玄
関
﹇0

h
2
3
m
5
s

﹈

（
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
脇
の
壁
に
背
を
も
た
れ
る
真

子
。
）

真
子　
　
　

そ
う
し
た
い
っ
て
、
じ
ゃ
あ
行
く
の
ね
？

北
尾
家
・
実
加
の
部
屋
﹇0

h
2
3
m
8
s

﹈

（
実
加
の
ア
ッ
プ
。
）

実
加　
　
　

う
ん
。
行
く
。

長
谷
部
家
・
玄
関
﹇0

h
2
3
m
1
1
s

﹈

（
ガ
ラ
ス
越
し
の
真
子
。
）

真
子　
　
　

そ
う
。
じ
ゃ
あ
一
緒
に
頼
ん
ど
く
。
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北
尾
家
・
実
加
の
部
屋
﹇0

h
2
3
m
1
3
s

﹈

（
実
加
と
千
津
子
。
）

（
実
加
、
千
津
子
の
方
へ
振
り
向
く
。
）

実
加　
　
　

う
ん
、
二
人
ね
。

長
谷
部
家
・
玄
関
﹇0

h
2
3
m
1
5
s

﹈

（
ガ
ラ
ス
越
し
の
真
子
。
驚
い
た
表
情
に
な
る
。
）

真
子　
　
　

二
人
？

北
尾
家
・
実
加
の
部
屋
﹇0

h
2
3
m
1
7
s

﹈

（
実
加
と
千
津
子
。
）

実
加　
　
　

う
う
ん
、
マ
コ
と
二
人
。

長
谷
部
家
・
玄
関
﹇0

h
2
3
m
1
9
s

﹈

（
ガ
ラ
ス
越
し
の
真
子
。
）

真
子　
　
　

お
姉
ち
ゃ
ん
？

北
尾
家
・
実
加
の
部
屋
﹇0
h
2
3
m
2
0
s

﹈

（
実
加
の
ア
ッ
プ
。
）

実
加　
　
　

え
？

長
谷
部
家
・
玄
関
﹇0

h
2
3
m
2
2
s

﹈

（
ガ
ラ
ス
越
し
の
真
子
。
）

真
子　
　
　

そ
の
歌
。

北
尾
家
・
実
加
の
部
屋
﹇0

h
2
3
m
2
4
s

﹈

（
ラ
ジ
カ
セ
の
中
で
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
回
っ

て
い
る
。
）

（
実
加
の
ア
ッ
プ
。
）

実
加　
　
　

そ
う
！

長
谷
部
家
・
玄
関
﹇0

h
2
3
m
3
1
s

﹈

（
ガ
ラ
ス
越
し
の
真
子
。
）

真
子　
　
　

そ
う
。
じ
ゃ
あ
一
緒
に
、
頼
ん
ど
く
。

北
尾
家
・
実
加
の
部
屋
﹇0

h
2
3
m
3
5
s

﹈

（
実
加
の
ア
ッ
プ
。
）

実
加　
　
　

う
ん
！　

バ
イ
バ
ー
イ
！

長
谷
部
家
・
玄
関
﹇0

h
2
3
m
3
7
s

﹈

（
ガ
ラ
ス
越
し
の
真
子
。
）

真
子　
　
　

バ
イ
バ
イ
。

（
真
子
、
受
話
器
を
置
く
。
）

北
尾
家
・
キ
ッ
チ
ン
﹇0

h
2
3
m
4
2
s

﹈

（
治
子
が
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
本
を
読
ん
で
い

る
。
）

（
実
加
が
弾
く
ピ
ア
ノ
の
音
が
聞
こ
え
て
い
る
。
）

治
子　
　
　

あ
の
子
っ
た
ら
、
ま
た
千
津
子
の
部
屋
に
入
っ
て
…
…
。

　
　
　
　
　

本
当
に
、
わ
が
ま
ま
で
、
意
地
っ
張
り
で
、
甘
え
ん
坊

で
…
…
私
に
そ
っ
く
り
。

（
治
子
、
読
書
に
集
中
で
き
ず
、
本
を
置
く
。
）

（
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
本
。
治
子
の
指
が
苛
立

た
し
げ
に
ト
ン
ト
ン
と
本
を
叩
い
て
い
る
。
本
の

タ
イ
ト
ル
は
「
聖
家
族
」
。
）

北
尾
家
・
２
Ｆ
・
千
津
子
の
部
屋
（
夕
）﹇0

h
2
4
m
1
3
s

﹈

（
人
形
が
、
笑
い
な
が
ら
手
足
を
動
か
し
て
い
る
。
）

（
実
加
が
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、
側
で
千
津
子
が
そ
れ

を
眺
め
て
い
る
。
）
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実
加　
　
　

あ
あ
、
ダ
メ
だ
ダ
メ
だ
。
私
に
は
や
っ
ぱ
才
能
な
い
よ
、

お
姉
ち
ゃ
ん
と
は
違
う
ん
だ
か
ら
。

千
津
子　
　

バ
カ
。
風
邪
引
く
わ
よ
ほ
ん
と
に
。
早
く
お
洋
服
着
な

さ
い
よ
？　

ま
た
痴
漢
に
襲
わ
れ
る
わ
よ
。

実
加　
　
　

だ
っ
た
ら
そ
の
制
服
貸
し
て
よ
。
憧
れ
な
ん
だ
か
ら
。

千
津
子　
　

ダ
メ
よ
。
《
第
九
》
に
行
く
と
き
は
、
あ
の
黒
で
決
め

る
の
。

実
加　
　
　

ま
っ
た
く
、
勝
手
に
決
め
な
い
で
よ
ね
。

（
実
加
、
鏡
の
前
で
黒
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
身
体
に

あ
わ
せ
る
。
）

千
津
子　
　

う
ん
と
レ
デ
ィ
の
よ
う
に
し
て
ん
の
よ
。

実
加　
　
　

お
姉
ち
ゃ
ん
。

千
津
子　
　

ん
？

実
加　
　
　

も
う
体
験
済
み
だ
っ
た
？

千
津
子　
　

ば
ー
か
。

（
実
加
は
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
持
ち
な
が
ら
《
第
九
》

を
歌
う
。
）

﹇
以
下
続
稿
﹈

―

し
ば
・
い
ち
ろ
う　
　

日
本
文
学
科
教
授―

　

―

の
ぐ
ち
・
と
も
よ　
　

日
本
文
学
科
四
年
生―

―

ふ
く
え
ん
・
み
さ
き　

日
本
文
学
科
四
年
生―

―

い
ま
よ
し
・
ゆ
う
き　

日
本
文
学
科
三
年
生―

―

く
に
も
と
・
ふ
う
か　

日
本
文
学
科
三
年
生―
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